
わんぱく学園ニュース 
令和４年 ２月・３月号      №２１０ 

障がいある人や、ひきこもり不登校の人たちとの明るい社会をつくるために  

 背丈は２０センチぐらいでしょうか、春先の野山を駆け巡ります。 

 そう・・すずらんの花が咲く頃   。 

 

 

  

 すずらんは幸福の予感です。 

 その鐘の音が野山を駆け巡るとき、再び幸せがくるのです。 

 

                      ～土江 和世～ 

 

 

 その願いを込めて、当法人の利用者である今岡凜太郎さんに原稿を 

依頼しました。 

 

 彼は、かの有名な相撲行司のトップ、式守伊之助さんの息子です。 

 絵の才能を生かすところがないかと・・探していたところ、岡山に 

住む伊之助さんの友人から「出雲に絵を生かすところがあるよ・・」 

という情報をＮＨＫニュースウォッチ９を見たその友人が伊之助さん 

に伝えてきました。 

すずらんの 鐘の音めぐる 野山かな 

絵と私 

                                 今岡 凜太郎 

  

 私は昔から絵が大好きでした。 

 わんぱく学園の活動を通して知った障がい者アートの世界・・・ 

 その根底に流れているのは、ありのままの自分でいいことでした。 

 絵の世界には自由があります。 

 言葉があります、写真ではつたわらない言葉があります。 

 私は動物や車を通して“ゆめ”を語ります。 

 相撲をやめたひとは、いろいろな仕事で生きてきましたが、絵で生き 

るのはその機会がないとむずかしいです。 

 その情報を頼りに伊之助さん親子は東京から出雲の当法人のわんぱく 

大使館（Ｂ型事業所）まで車できました。その日から凜太郎さんは出雲 

の人になりました。 

 その絵に打ち込む姿はまさにアートの横綱を目指すかのようでした。 

 その思いを文章にしてもらいました。 



■ ２月＆３月の「わんぱく学園」活動について 

問い合わせ＆発行元  

〒691－0031 出雲市東福町156－1 ＮＰＯ法人サポートセンターどりーむ 

ＴＥＬ＆ＦＡＸ：0853－62－4872   メール：art-art@amail.plala.or.jp 

＊集合時間：9時50分  集合場所：指定の場所へ来てくださいね。 

２月・３月のメニューについてです。毎週日曜日、午前10：00～ 

12：00まで開催しています。すべてコロナ感染防止のための企画で 

あり、担当者も未定のため、必ず事前に事務局までお問い合わせくだ 

さい。ただし、参加費は一人100円です。100円で参加できます。 

 

事務局：常賀（つねよし） 

連絡先：０８０－３０５６－１１７５ 

アーティスト紹介  【井上郁夫 プロフィール】 

優しく力強いアーティストとして活動中。 

５４年に出雲に生まれ、 

７２年に高校生の時に少年ジャンプ賞受賞 

平成２０年 平野勲漫画大賞受賞 その外受賞多し、キャラクターの話し声が 

聞こえてくるような作品を目指しています。 

井上郁夫 作：すずらんの花 
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